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し，PEC の podoplanin 発現変化について検討した．LPS 単独刺激後に podoplanin の発現は上昇し，
PMab-1 投与により抑制された．また TNF-αの分泌レベルは LPS 単独刺激後で PMab-1 投与により
有意に低下していたが，LPS＋IFN-γで刺激後の TNF-αの分泌レベルは LPS 単独刺激後に比較して
高く，PMab-1 投与では抑制出来なかった．次に LPS 刺激による PMab-1 の炎症抑制経路を検討し
たところ，NF-kB，MAPK 経路に関わるタンパクの発現が PMab-1 投与群で抑制された．さらにヒ
トリンパ管内皮細胞（LEC）を用いて tube formation assay を検討したところ，NZ-1 投与により
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